
区分 経費区分

実
行
予
算

補
助
金

そ
の
他

 国庫 起債
その他
特定
財源

 一般
拡
充

継
続

整
理
統
合

縮
減

休
止

廃
止

終
期
の
見
直
し

完
了

そ
の
他

見直し額

がんばる県民共動グループ応援事業 継続 政策的経費 若者の熱意と行動力を結集 ふくい創生・人口減少対策戦略／福井県民社会貢献活動推進計画 ○ H28 4 1,020 1,020 ○

国体・障スポを契機とする社会貢献活動活発化事業 継続 政策的経費 県民総参加の福井国体 福井県県民社会貢献活動推進計画（改訂版） ○ ○ H30 2 ○ △ 5,315

働く女性の活躍支援事業 継続 政策的経費 女性の活躍応援 第３次福井県男女共同参画計画／ふくい創生・人口減少対策戦略 ○ H24 8 3,877 3,877 ○

企業の女性活躍推進事業 継続 政策的経費 女性の活躍応援 第３次福井県男女共同参画計画／ふくい創生・人口減少対策戦略 ○ ○ H27 5 2,073 1,036 1,037 ○

女性活躍市町応援事業 継続 政策的経費 女性の活躍応援 第３次福井県男女共同参画計画 ○ H27 5 7,500 7,500 ○

ふくい女性活躍支援センター強化事業 継続 政策的経費 女性の活躍応援 第３次福井県男女共同参画計画／ふくい創生・人口減少対策戦略 ○ H19 13 12,744 12,744 ○

働く女性の負担軽減促進事業 継続 政策的経費 女性の活躍応援 第３次福井県男女共同参画計画／ふくい創生・人口減少対策戦略 ○ ○ H29 3 1,042 521 521 ○ △ 1,524

地域の縁結びさん応援事業 継続 政策的経費 「めいわくありがた縁結び」の徹底展開 第3次福井県元気な子ども・子育て応援計画／ふくい創生・人口減少対策戦略 ○ H22 10 3,238 177 3,061 ○

職場の出会い応援事業 継続 政策的経費 「めいわくありがた縁結び」の徹底展開 第3次福井県元気な子ども・子育て応援計画／ふくい創生・人口減少対策戦略 ○ H27 5 535 267 268 ○

県民・メディア参加型結婚ポジティブキャンペーン 継続 政策的経費 「めいわくありがた縁結び」の徹底展開 第3次福井県元気な子ども・子育て応援計画／ふくい創生・人口減少対策戦略 ○ H27 5 345 345 ○

結婚支援市町応援事業 継続 政策的経費 「めいわくありがた縁結び」の徹底展開 第3次福井県元気な子ども・子育て応援計画／ふくい創生・人口減少対策戦略 ○ H28 4 4,746 4,746 ○

若手社員の交流推進事業 継続 政策的経費 「めいわくありがた縁結び」の徹底展開 第3次福井県元気な子ども・子育て応援計画／ふくい創生・人口減少対策戦略 ○ H30 2 4,797 2,398 2,399 ○

しあわせ福井実感！婚活応援事業 継続 政策的経費 「めいわくありがた縁結び」の徹底展開 第3次福井県元気な子ども・子育て応援計画／ふくい創生・人口減少対策戦略 ○ H30 2 ○ △ 2,800

再婚応援事業 継続 政策的経費 「めいわくありがた縁結び」の徹底展開 第3次福井県元気な子ども・子育て応援計画／ふくい創生・人口減少対策戦略 ○ H30 2 ○ △ 1,353

10 7 41,917 16,645 25,272 10 1 3 △ 10,992

平成３０年度事業評価結果(課・室)総括表
会計区分 一般会計

課・室名 女性活躍推進課 （単位：千円）

 評 価 に 基 づ く 今 後 の 対 応

事            業           名
福井ふるさと元気宣言

における位置付け
関連する県の計画等

事業区分

事業
開始
年度

経過
年数

平成
３１年度
予算額

 財源内訳



課長名

■ □ H28 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 4 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

がんばる県民共動グループ応援事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 内 部局名 総合政策部 課名 女性活躍推進課 松本 伸江

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 H33

事業主体 県内団体・グループ
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 1/2 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔

［事業目的］

　本県の大きな課題である人口減少問題に対し行政と県民が共動により、幅広く事業を展開するため、地域の小規模団体が行うＵ・Ｉターンや人口減少対策関連事業
を支援し、県民の社会貢献活動への意欲向上と活動内容の充実を図る。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 若者の熱意と行動力を結集
関連する県の計画等 〔 ふくい創生・人口減少対策戦略／福井県民社会貢献活動推進計画

縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３１年度の変更点 事業評価

Ｕ・Ｉターンの促進や地域外の方との交流により定住人口や交流人口を拡大させる次の事業を行う団体に対して助成
　○助成対象事業
　　　①地域外の方々を対象とした交流事業
　　　②新規に取り組む事業、または、従来の事業に新たな取組を加えて実施する事業
　○助成対象者
　　　県内団体・グループ（任意団体、ＮＰＯ法人など）
  ○支援額
　　　[継続交流応援枠]上限４００千円（補助率１／２）（１団体）年間を通じた継続的な交流事業
　　　　　　　　　　　　　（例）県外学生と地域住民とのイベント企画実施後、県外学生を「町民」として認定し地域イベントに継続して参画
　　　[通常枠]　　　　上限１００千円（補助率１／２）（６団体）
　　　　　　　　　　　　　（例）都会の親子を受入れ、地域の伝統食・自然体験交流ツアーの実施
　　　　　　　　　　　　　　　　大学生と地域住民が共に考える地域資源を活用したまちづくりワークショップ　など

［受益者］ 本事業を活用して実施される県内団体・グループ主催事業の参加者 ［想定される受益者数］ 約210人

前事業の有無・実績 市町との連携状況

事業名

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

H30年度
団体への支援　６団体（1月末時点）

補助上限額を３０万円のみから、４０万円（継続交流応援
枠）と１０万円（通常枠）の２パターンに変更し、取組み
団体数および交流人口の増を図る。

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 拡充 □
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課長名

■ □ H28 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 4 年

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

1,592 1,592 1,533

1,135 1,324 1,297

632 1,062

［成果指標等の推移］

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

(150) (150) (150)

290 166 315

(5) (5) (5)

5 3 6

■ 無

□ 有

がんばる県民共動グループ応援事業

部局名 総合政策部 課名 女性活躍推進課 松本 伸江

事業主体 県内団体・グループ
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 内

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 H33

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

1,020 1,020

1/2 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３１年度 実績等を踏まえた３１年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 1,020

補助上限額を３０万円のみから、４０万円（継続交流応援枠）と１０万円（通常枠）の２パ
ターンに変更し、取組み団体数および交流人口の増を図る。

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

成果指標 交流人口
(目標) (210) 補助金を活用した事業（イベント）の参加者数

5団体×30人＝150人（H28～H30年度）
7団体×30人＝210人（H31年度より）実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況
関連事業の有無・

役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標 団体による取組件数
(目標) (7)

実績
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課長名

■ ■ H30 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 2 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

国体・障スポを契機とする社会貢献活動活発化事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 総合政策部 課名 女性活躍推進課 松本 伸江

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、補助 補 助 金 H30

事業主体 県、市町
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 1/2 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔

［事業目的］

国体・障スポを契機とするボランティア活動への機運の高まりを、社会貢献活動拡大の絶好の機会として捉え、大会終了後も、多くの県民のボランティアをはじめと
する社会貢献活動への参画を促進する。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 県民総参加の福井国体
関連する県の計画等 〔 福井県県民社会貢献活動推進計画（改訂版）

縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３１年度の変更点 事業評価

（１）「国体・障スポボランティア」の大会後の活動促進に対する市町への補助（1,000千円）
　　　　市町の国体・障スポ大会のボランティア参加者に対して、大会終了後、地域におけるボランティア活動への参加を促進する取り組みを支援
　　　　　対　象：市町
　　　　　条　件：地域におけるボランティア活動につなげる取組み（（例）・セミナー開催や国体・障スポのボランティアを活用した新たな活動の実施）
　　　　　補助金：20万円（補助率1/2）　　　件　数：５市町
（２）国体・障スポ大会終了後にボランティアが再集結する機会の提供等（1,037千円）
　　　　国体・障スポ大会のボランティアにスポットをあて、以後の活動につなげるきっかけの場とする
　　　　　・ステージイベント　・選手からのボランティアありがとうメッセージ動画　・マッチングブースの設置　など
（３）「気軽に一役の社会貢献活動」のアイデア募集・紹介等（福井新聞ｆｕを活用）（2,198千円）
　　　　　内　容：国体・障スポのボランティアと普段の活動を結びつけた「多役宣言」やその実践例を掲載
　　　　　　　（例）高齢者施設でのボランティアが来場者の案内や選手団の介助を実施、公園の清掃ボランティアが国体・障スポの会場周辺の花の水やりを実施
　　　　　掲　載：福井新聞ｆｕ２回[７月号（国体・障スポ前）・12月号（国体・障スポ後）]
（４）大学生向けボランティアセミナーの開催（292千円）
　　　　　内　容：大学の昼食時間を利用し、ランチをとりながらセミナーを開催し、気軽な雰囲気の中、社会貢献活動は特別なものでなないこと、
　　　　　　　　　リーダーシップやチームワーク、地域社会との関わりを学べ、将来の就職や仕事にも役立つ好機会であることを知ってもらう。
（５）シニア対象ボランティア体験バスの運行（790千円）
　　　　　内　容：ボランティア体験バスを運行し、県有施設等でボランティア活動を体験
　　　　　コース：５地区　（例）県立図書館（読み聞かせ）→　県立病院（案内・車椅子補助）
　　　　　回　数：５回（各40名）（①福井・坂井地区発　②奥越地区発　③丹南地区発　④二州地区発　⑤若狭地区初の各地区１回）

［受益者］ 本事業により増加するボランティア行動者 ［想定される受益者数］ 約1700人

前事業の有無・実績 市町との連携状況
市町の国体・障スポ大会のボランティア参加者に対して、大会終
了後も地域におけるボランティア活動への参加を促進する市町の
取組を支援する。

事業名

□ 整理統合 ■ 廃止 □ その他

・市町補助　３市町（福井市、大野市、坂井市）
・国体・障スポの開・閉会式や「はぴりゅうフェスタ」で約1,700人
が今後のボランティア活動の参加を宣言
・大学生向けのボランティアセミナー開催　４大学で開催
・シニア対象のボランティア体験バス　５回運行

事業期間終了による事業見直し

□ 終期の見直し 見直し額

□ 継続 □ 休止 □ 完了
△5,315千円

□ 拡充 □
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課長名

■ ■ H30 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 2 年

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

5,315

4,653

［成果指標等の推移］

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

(1,700)

2,092

(5)

3

(4)

4

(5)

5

□ 無

■ 有

国体・障スポを契機とする社会貢献活動活発化事業

部局名 総合政策部 課名 女性活躍推進課 松本 伸江

事業主体 県、市町
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、補助 補 助 金 H30

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額
0

1/2 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３１年度 実績等を踏まえた３１年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 0

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

実績

成果指標
ボランティア行動者増加
数

(目標)
市町の取組み参加者数　1,500人
大学生セミナーを契機とした行動者数　100人
シニアボランティア体験バスを契機とした行動者数　100人実績

他県の状況
関連事業の有無・

役割分担

事業名 ふくい県民活動・ボランティアセンター運営事業

（役割分担）

　本事業でボランティア活動希望者を増加させ、ふくい県民活動・ボ
ランティアセンター運営事業で運営する福井県社会貢献活動支援ネッ
ト（ボランティア希望者とボランティア募集団体のマッチングシステ
ム）への登録を促す。

県内4大学（県立大学、福井大学、福井工業大学、仁愛大学)

実績

シニア対象ボランティア
体験バス実施回数

(目標) 県内５地区
（①福井・坂井地区発　②奥越地区発　③丹南地区発　④二州地区発　⑤若狭地区）

実績

活動指標
大学生向けボランティア
セミナー開催数

(目標)

市町の取組件数
(目標)

5市町
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課長名

■ ■ H24 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 8 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

~

働く女性の活躍支援事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 総合政策部 課名 女性活躍推進課 松本 伸江

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 H34

事業主体 県、県内企業
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 女性の活躍応援

［事業目的］

　お茶の水女子大学と共同作成・実施する本県女性のためのリーダー育成研修「未来きらりプログラム」に女性を育成する立場に女性を育成する立場にある管理職向けの『上司力養成コース』を
新設し、企業における女性活躍をさらに促進する。また、女性社員が中心のプロジェクトチーム活動を支援することにより、女性が能力を発揮できる機会を増やし、より多くの企業が女性の意欲
や能力を十分に引き出し、活かしていくよう促す。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 女性の元気が福井の元気
関連する県の計画等 〔 第３次福井県男女共同参画計画／ふくい創生・人口減少対策戦略

縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３１年度の変更点 事業評価

（１）「未来きらりプログラム」企業リーダーコースの実施　　（予算額　2,007千円）
　　〔対象〕県内企業・団体に勤務するリーダー候補女性　30名
　　〔内容〕　①　お茶の水女子大学連携講座　　　　　③　企業が提示する新商品開発等の仮想課題に対する企画提案（６回）
　　　　　　　②　ビジネススキル講座（４回）　　　　④　アラカルト講座（福井の地域特性に合わせた生活学習館で開催される講座を女性一人ひとりの実情に合わせて選択して受講）
（２）「未来きらりプログラム」製造業リーダーコースの実施　　（予算額　1,234千円）
　　〔対象〕製造業に勤務する技術職・技能職のリーダー候補女性　10名
　　〔内容〕　①　お茶の水女子大学連携講座　および ②ビジネススキル講座 は、企業リーダーコースとの合同研修
 　　　　　　 ③　ものづくりスキルアアップ講座（６回）　・座学（ものづくり全体像の理解など）・ロールモデルとなるような女性技術者との交流　　・現地研修（県内外の製造業企業）
（３）「未来きらりプログラム」上司力養成コースの実施（予算額　636千円）
　 〔対象〕企業リーダーコース、製造業リーダーコースの受講者の上司（管理職）　20名
　 〔内容〕女性社員の育成に携わる管理職のためのマネジメントスキル向上に向けた体系的な研修を実施する。
　　　　　　　①　マネジメントスキル講座（５回）　・管理職の役割の理解　・コーチングスキル　・キャリア指導　等

［受益者］ 就業している女性 ［想定される受益者数］

前事業の有無・実績 市町との連携状況

事業名

約181,000人

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

H30
「未来きらりプログラム」受講者（1月末時点）
　　企業リーダーコース　　30名（H24～累計 196名）
　　製造業リーダーコース　10名（H28～累計  29名）
　　上司力養成コース　　　19名（H29～累計　33名）

女性活躍プロジェクトチーム設置への支援補助金を「企業
の女性活躍推進事業」に移管（300千円）

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 拡充 □
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課長名

■ ■ H24 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 8 年

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

3,583 3,743 4,377 4,377

3,583 3,472 4,065 3,963

2,547 3,349 3,603

［成果指標等の推移］

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

（80%） （80%） （80%）

92.0% 92.0% 3月下旬実施

(30) (40) (40) (40)

32 42 40 59

■ 無

□ 有

働く女性の活躍支援事業

部局名 総合政策部 課名 女性活躍推進課 松本 伸江

事業主体 県、県内企業
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補 助 金 H34

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

3,877 3,877

法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３１年度 実績等を踏まえた３１年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 3,877

女性活躍プロジェクトチーム設置への支援補助金を「企業の女性活躍推進事業」に移管（300
千円）

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

成果指標
「未来きらりプログラ
ム」参加者の満足度

(目標) （80%）
「未来きらりプログラム」受講者へのアンケート調査（28年度から実施）による

実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

・H28年度「未来きらりプログラム」に製造業リーダーコースを創設
・H29年度「未来きらりプログラム」に上司力養成コースを創設

区　　　　　　分 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況

○全国順位等　※27年度国勢調査より
　・女性の就業率　　　52.6％（全国1位）
　・共働き率　　　　　58.6％（全国1位）
　・女性の管理職比率　13.64％（全国46位）
　
○先駆的な取組みとして注目され、他県にも同様の取組が拡大
　・愛知県（H26～　女性エンパワーメント支援事業）
　・富山県（H25～　煌めく女性リーダー塾）
　・福岡県（H24～　ふくおか女性いきいき塾）

関連事業の有無・
役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標
ふくい女性ネット参加者
数（「未来きらりプログ
ラム」受講者数）

(目標) (40)

実績
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課長名

■ ■ H27 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 5 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

企業の女性活躍推進事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 内 部局名 総合政策部 課名 女性活躍推進課 松本　伸江

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、補助 補 助 金 H33

事業主体 県、県内企業
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 10/10 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 女性の活躍応援

［事業目的］

女性活躍を推進する企業を増加させることで、働く女性の個性と能力が十分に発揮される社会をつくることを目的とする。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 女性の元気が福井の元気
関連する県の計画等 〔 第３次福井県男女共同参画計画/ふくい創生・人口減少対策戦略

縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３１年度の変更点 事業評価

（１）「ふくい女性活躍推進企業」登録制度の運営　（１９４千円）
　　女性活躍推進に向けて積極的に取組む企業を登録
　　　優遇措置　・ホームページや就職説明会等で広報　　　・登録企業限定の補助金、表彰制度
 　 　　　　　　・ロゴマークの使用　　　　　　　　　　　・「中小企業育成資金」の保証料の全額補給
（２）人事担当者向け交流会　（３８４千円）
　　　 女性活躍の重要性への理解を深めるための講演、女性活躍推進企業による成功事例発表、人事担当者同士の交流会
（３）「ふくいグッドジョブ女性」表彰（表彰数：毎年10件）　（１，４９４千円）
　　　①表彰対象者　　　　・企業内において、新規プロジェクトの推進や、新たな製品、商品、サービスの企画・開発等に貢献した女性個人や女性グループ
　　　　　　　　　　　　　・特段の営業成績を上げるなど、企業内で優れた成果をあげた女性個人や女性グループ
　　　②表彰者への支援　　・県のホームページや情報誌で発信
（４）女性活躍プロジェクトチームの設置の支援　（予算額　　３００千円）
　　　新製品開発や働きやすい職場づくり、女性活躍への取組みなどについて、女性社員が中心のプロジェクトチームで検討を行う場合に、その活動に対して 助成する。
　　（支 援 額）　上限１社：１００千円（１０／１０）         （対 象 数）　５社
　　（対象事業）　新規事業立案や新製品開発に向けた勉強会・視察、女性のキャリアアップを目的とした研修や交流会、働きやすい職場づくり　等

［受益者］ 就業している女性 ［想定される受益者数］ 約181,000人

前事業の有無・実績 市町との連携状況

事業名

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

H30年度
「ふくい女性活躍推進企業」制度継続拡大
登録企業数　245社（1月末現在）

女性活躍プロジェクトチーム設置への支援補助金を「働く
女性の活躍支援事業」から移管（300千円）

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 拡充 □
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課長名

■ ■ H27 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 5 年

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

10,053 10,053 2,956 2,059

10,053 2,484 2,434 2,059

3,391 2,359 1,991

［成果指標等の推移］

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

(100) (120) (190) (220)

82 157 196 245

(150) (150) (150)

600 500 500 500

■ 無

□ 有

企業の女性活躍推進事業

部局名 総合政策部 課名 女性活躍推進課 松本　伸江

事業主体 県、県内企業
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 内

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、補助 補 助 金 H33

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

2,073 1,036 1,037 地方創生推進交付金

10/10 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３１年度 実績等を踏まえた３１年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 2,073

女性活躍プロジェクトチーム設置への支援補助金を「働く女性の活躍支援事業」から移管
（300千円）

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

成果指標
「ふくい女性活躍推進企
業」登録数

(目標) (250)
「ふくい女性活躍推進企業」状況報告書より集計

実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

・奨励金制度削減（H30）
・女性活躍推進アドバイザー制度の費用見直し(H30)
・女性活躍プロジェクトチーム補助金を追加（H31）

区　　　　　　分 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況

○全国順位等　※27年度国勢調査より
　・女性の就業率　　　52.6％（全国1位）
　・共働き率　　　　　58.6％（全国1位）
　・女性の管理職比率　13.64％（全国46位）

関連事業の有無・
役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標
「ふくい女性活躍推進企
業」登録呼びかけ企業数

(目標) (150)

実績
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課長名

■ □ H27 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 5 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

女性活躍市町応援事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 内 部局名 総合政策部 課名 女性活躍推進課 松本 伸江

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 間接補助 補 助 金 H31

事業主体 市町
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 国1/2 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 女性の活躍応援

［事業目的］

　地域経済の活性化を図るため、各市町の実情に応じて行う女性の活躍推進に資する取組を支援することにより、地域における関係団体の連携を促進し、女性の活躍
を迅速かつ重点的に促進する。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 女性の元気が福井の元気
関連する県の計画等 〔 第３次福井県男女共同参画計画

　市町が行う下記の事業に対し、国の交付金（内閣府 地域女性活躍推進交付金）を交付する。
　（１）対象事業
　　　　地域における関係団体、企業等が連携した上で行う、女性活躍の推進に資する取組
　（２）要件
　　　　① 市町、地域経済団体、地域金融機関など多様な主体による連携
　　　　② 市町における女性活躍の推進に関する施策についての計画策定
　　　　③ 事業実施による効果の検証および今後の課題の整理
　（３）補助率および交付上限額
　　　　補助率：1/2〔内閣府 地域女性活躍推進交付金〕
　　　　上限額：2,500千円（事業費 5,000千円）

［積算］福井市、坂井市、大野市の３市が申請検討中　⇒　市町上限 2,500千円×３市分

［受益者］ 就業している女性 ［想定される受益者数］ 約181,000人

前事業の有無・実績 市町との連携状況

事業名

H30年度
○福井市「輝く女性の未来予想図事業」
　総事業費　1,204,000円（うち交付金　602,000円）

○大野市「大野市女性活躍推進事業」
　総事業費　1,111,000円（うち交付金　555,000円）

○坂井市「イクボス推進事業」
　総事業費　3,128,000円（うち交付金　1,564,000円）

□ 拡充 □ 縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３１年度の変更点 事業評価

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了
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課長名

■ □ H27 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 5 年

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

6,400 4,000 5,000 7,500

6,400 4,000 5,938 2,721

4,314 3,388 4,813

［成果指標等の推移］

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

2 1 3 3

■ 無

□ 有

女性活躍市町応援事業

部局名 総合政策部 課名 女性活躍推進課 松本 伸江

事業主体 市町
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 内

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 間接補助 補 助 金 H31

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

7,500 7,500 0 地域女性活躍推進交付金

国1/2 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３１年度 実績等を踏まえた３１年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 7,500

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

成果指標
(目標)

国が市町の取組を直接的に支援する事業であるため、県としては成果指標を定めない

実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

※予算額は、交付金の活用に関する市町意向調査の結果により決定

区　　　　　　分 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況
・内閣府　地域女性活躍推進交付金
　平成３１年度予算案　１．５億円

関連事業の有無・
役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標 採択市町数
(目標)

実績
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課長名

■ ■ H19 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 13 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

ふくい女性活躍支援センター強化事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 一部外 部局名 総合政策部 課名 女性活躍推進課 松本　伸江

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 委託 補 助 金 H34

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 － 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 女性の活躍応援

［事業目的］

働く女性の悩みを一つの窓口で解決できるよう、ふくい女性活躍支援センターを設置し、再就職・育休復帰支援機能を中心に強化し、女性リーダーの出やすい社会づくりを推進する。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 女性の元気が福井の元気
関連する県の計画等 〔 第3次福井県男女共同参画計画

　（１）キャリア相談員の配置
　　　・女性キャリア相談員を配置し、電話や面接による一般相談を実施
　（２）マッチングアドバイザーの配置
　　　・幼稚園、ショッピングセンターなどで就職を希望する女性を確保し相談窓口へ誘導、マッチングを実施
　　　・就職を希望する女性に対して再就職支援セミナーを実施（年４回）
　（３）求人情報の提供
　　　・インターネットでの求人情報検索コーナーの設置
　（４）保育所と子育て支援情報の提供
　　　・保育士の資格を持つ保育コンシェルジュの設置（週３日）
　（５）就職支援指導員(チーフコーディネータ）の配置
　　　・職業紹介事業所の支援、求人開拓に向けた企業の情報収集、求職者への情報提供、マッチングの実施
　（６）専門機関の出張相談窓口の開設
　（７）企業との個別面談会の実施（年２回）

［受益者］ ［想定される受益者数］ 約186,000人

前事業の有無・実績 市町との連携状況

事業名

就業している女性および就業を希望する女性

H30年度（1月末現在）
来所者数　1,697名
相談者数　1,046名
就職者数　103名

□ 拡充 □ 縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３１年度の変更点 事業評価

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了
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課長名

■ ■ H19 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 13 年

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

11,848 11,970 12,338 12,525

11,848 11,970 12,378 12,525

11,480 11,957 12,362

［成果指標等の推移］

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

(50) (100) (110) (110)

88 101 111 103

(750) (1,200) (1,200) (1,200)

1,073 1,201 1,084 1,046

■ 無

□ 有

ふくい女性活躍支援センター強化事業

部局名 総合政策部 課名 女性活躍推進課 松本　伸江

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 一部外

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 委託 補 助 金 H34

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

12,744 12,744

－ 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３１年度 実績等を踏まえた３１年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 12,744

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

成果指標
女性活躍支援センターの
支援による就職者数

(目標) (110)

実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況
関連事業の有無・

役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標
女性活躍支援センターへ
の相談者数

(目標) (1,200)

実績
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課長名

■ ■ H29 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 3 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

働く女性の負担軽減促進事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 内 部局名 総合政策部 課名 女性活躍推進課 松本　伸江

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、補助 補 助 金 H31

事業主体 県、県内企業
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 10/10 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 女性の活躍応援

［事業目的］

　　本県は、女性の労働力率（53.9％　全国1位）、共働き率（58.6％　全国1位）が高く、女性の活躍が全国トップレベルである。一方、女性は家事等の負担が男性より大きい（１日の家事・育
児時間　男性20分、女性2時間44分）。今後、さらに企業において女性がリーダーとして活躍するには、仕事・家事・育児をすべて担っている女性の負担軽減が不可欠であるため、「夫婦でいっ
しょに家事を楽しむ」ライフスタイルを促進し、女性の負担軽減を図る。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 女性の元気が福井の元気
関連する県の計画等 〔 第３次福井県男女共同参画計画／ふくい創生・人口減少対策戦略

「共家事」促進イベントの募集
       県内の暮らしに関わるサービスを提供する企業や子育て支援団体等と連携し、夫婦でいっしょに楽しみながら家事を行うイベントを展開し、男性の主体的な家事参加を促進。
         （実施団体）　スーパーマーケット、料理学校、子育て支援団体　等
         （内　　容）　夫婦を対象とした家事に関わるイベントを開催する企業・団体に奨励金を支給
　　　　 （支 給 額）　１団体あたり10万円
　　　　 （件　　数）　10件

［受益者］ 就業している女性 ［想定される受益者数］ 約181,000人

前事業の有無・実績 市町との連携状況

事業名

H30年度
・家事代行サービス活用モデル企業　1社
・「共家事」促進イベント実施企業　5社

事業内容の見直しによる減

□ 拡充 ■ 縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３１年度の変更点 事業評価

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し 見直し額

□ 継続 □ 休止 □ 完了

△1,524千円
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課長名

■ ■ H29 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 3 年

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

2,629 2,663

1,559 1,763

1,229

［成果指標等の推移］

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

(1,000) (1,500)

1,438 1,410

(5) (10)

5 10

■ 無

□ 有

働く女性の負担軽減促進事業

部局名 総合政策部 課名 女性活躍推進課 松本　伸江

事業主体 県、県内企業
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 内

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、補助 補 助 金 H31

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

1,042 521 521 地方創生推進交付金

10/10 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３１年度 実績等を踏まえた３１年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 1,042

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

成果指標
共家事促進イベント参加
者数（延べ人数）

(目標) (1,500)

実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

・「共家事」促進イベントの実施件数拡充（5件→10件）（H30）
・家事代行サービス導入企業への奨励金廃止（H30）

区　　　　　　分 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況

・本県の有業の女性は、家事にかける時間も長く（全国3位）、ゆとり
の時間が少ない（全国45位）状況である。
（「H28年 社会生活基本調査」より）

・家事代行サービス利用拡大に係る事業の実施状況
　　東京都「家事サービスを活用した両立支援推進事業」H27～
　　愛知県「家事支援サービス利用拡大モデル事業」H29～

関連事業の有無・
役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標
共家事促進イベント実施
企業・団体数

(目標) (10)

実績
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課長名

■ ■ H22 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 10 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

地域の縁結びさん応援事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 内 部局名 総合政策部 課名 女性活躍推進課 松本　伸江

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、委託 補 助 金 H34

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 － 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 「めいわくありがた縁結び」の徹底展開

［事業目的］

地域においてボランティアで縁結び活動をする方を登録、活動を支援し、若者の出会い・結婚を創出する。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 日本一の「結婚・子育て応援社会」
関連する県の計画等 〔 第3次福井県元気な子ども・子育て応援計画／ふくい創生・人口減少対策戦略

縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３１年度の変更点 事業評価

・地域の縁結びさんの登録
　　登録証・名刺等の発行
・縁結びさん募集説明会・研修会開催
　　縁結びさん募集の説明会とともに結婚を望む若者のサポート法などの研修会を実施し、縁結びさん募集および資質向上を図る
・地区別情報交換会の開催
　　県内を３地区に分け、相談者のマッチングを行う情報交換会を年4回程度開催
・出張相談会の開催
　　地域の縁結びさんによる出張相談会を年間２回開催
・ふくい縁結び交流室運営
　　ふくい縁結び交流室において定例相談会、情報交換会（年間各12回）を開催
・活動費の支援
　　縁結びさん個人や縁結びさん有志の団体によるグループに対し、活動費の一部を支給
・地域の縁結びさん活動促進
　　地域の縁結びさんに対し、成婚実績１回あたり県の特産品などを贈呈

［受益者］ 20～49歳の独身男女 ［想定される受益者数］ 10万人（H27年国勢調査）

前事業の有無・実績 市町との連携状況
婚活応援ポータルサイト「ふくい婚活カフェ」において市町主催
事業の情報提供
市町広報誌での広報

事業名

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

H30年度
・地域の縁結びさん登録者数280名（１月末時点）
・定例情報交換会(年11回)、地区別情報交換会(３地区各年４回)、
  講習会(年２回)開催
・定例相談会（年11回）、出張相談会（年２回）開催
・「ふくい縁結び学校」の開講（基礎編５回、実践編２回）

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 拡充 □
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課長名

■ ■ H22 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 10 年

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

5,139 3,895 7,325 7,546

5,139 2,264 6,570 4,913

3,844 1,642 6,043

［成果指標等の推移］

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

(120) (100) (130) (160)

74 101 136 135

(120) (170) (250) (280)

148 207 262 280

□ 無

■ 有

地域の縁結びさん応援事業

部局名 総合政策部 課名 女性活躍推進課 松本　伸江

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 内

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、委託 補 助 金 H34

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

3,238 177 3,061 地域少子化対策重点推進交付金

－ 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３１年度 実績等を踏まえた３１年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 3,238

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

成果指標 成婚数
(目標) (200)

結婚相談所、地域の縁結びさんの活動等による成婚数

実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

H27にポスター等による広報費を計上
H29に「ふくい縁結び学校」開講経費を計上
H30に個人情報保護のためのカギ付きファスナーケース代、相談者登録票返還用郵便料を計上。「ふくい縁結び学校」に実践編、独身者編を追加

区　　　　　　分 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況

・生涯未婚率（H27年総務省・国勢調査）
　　福井県　男性19.19％（3位）　女性8.66％（1位）
　　全　国　男性23.37％　　　　 女性14.06％
・平均初婚年齢（H29年厚労省・人口動態統計）
　　福井県　男性30.4歳（11位）　女性29.0歳（14位）
　　全　国　男性31.1歳　　　　　女性29.4歳
・婚姻率（H29年厚労省・人口動態統計）
　　福井県　4.4（26位）
　　全　国　4.9

関連事業の有無・
役割分担

しあわせ福井実感！婚活応援事業、再婚応援事業

活動指標
地域の縁結びさん登録者
数

(目標) (300)

実績

事業名

（役割分担）

＜しあわせ福井実感！婚活応援事業＞
開催する婚活ツアーには、地域の縁結びさんがサポート役として参加
し、成立カップルのフォローを行う。
＜再婚応援事業＞
地域の縁結びさんの相談者のうち、再婚希望者に再婚応援事業のイベ
ントにつき周知を行う。
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課長名

■ ■ H27 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 5 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

職場の出会い応援事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 内 部局名 総合政策部 課名 女性活躍推進課 松本　伸江

〕
政　　策  〔

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 H33

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 － 法 定 受 託 事 務 そ の 他

「めいわくありがた縁結び」の徹底展開

［事業目的］

　未婚化・晩婚化が進行していることから、より一層の若者の出会いの応援が必要であるため、「ふくい結婚応援企業」を登録し、企業内で従業員の結婚を応援する
「職場の縁結びさん」の設置等により、職域での縁結び活動を拡大する

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 日本一の「結婚・子育て応援社会」
関連する県の計画等 〔 第三次福井県元気な子ども・子育て応援計画／ふくい創生・人口減少対策戦略

縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３１年度の変更点 事業評価

（１）職場の縁結びさんの設置（２８５千円）
　　　「ふくい結婚応援企業」を登録し、企業内で従業員の結婚を応援する「職場の縁結びさん」を設置する。また、職場の縁結びさん対象の交流会・研修会を開催し、本県の結婚の現状を学ぶ
     とともに、独身者交流会（合コン）の設定等を行ってもらう。
　　　（ア）対象者：３０～４０代の既婚者
　　　（イ）役　割：①県から送付される婚活カフェメールなどの婚活イベント情報を、社内の若手従業員に提供
　　　　　　　　　　②複数企業の職場の縁結びさん同士が連携し、交流会等を開催　　　　　③お見合い相手の紹介
（２）職場の縁結び普及員の設置（２５０千円）
　　　　「ふくい結婚応援企業」の登録を働きかける「職場の縁結び普及員」を設置する。新たな企業の登録促進とあわせ、「企業間交流婚シェルジュ」による企業への働きかけを
       サポートし、独身従業員の交流を促進する。
　　  （ア）職場の縁結び普及員　商工会議所関係者などの個人５名（嶺北３人・嶺南２人）
　　  （イ）業務内容：①企業に対する「ふくい結婚応援企業」「職場の縁結びさん」の設置働きかけ
                      ②企業間交流婚シェルジュによる登録企業への働きかけのサポート
　　　　　　　　　　  ③活動実績の報告

［受益者］ 20～49歳の独身男女 ［想定される受益者数］ 10万人（H27年国勢調査）

前事業の有無・実績 市町との連携状況 市町主催事業を企業へ情報提供

事業名

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

H30年度
・職場の縁結び普及員5名
・ふくい結婚応援企業313社（１月末時点）
・職場の縁結びさん490名（１月末時点）

・「職場の縁結び普及員」の活躍により、ふくい結婚応援
企業数は順調に増加してきた。３１年度以降は、新規登録
企業の拡大とともに企業間交流の活発化を図っていく。

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 拡充 □
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課長名

■ ■ H27 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 5 年

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

1,695 1,655 3,689 604

1,695 1,163 2,161 604

513 435 1,734

［成果指標等の推移］

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

(500) (1,000) (2,000)

447 735 1,083 2,020

(30) (150) (250) (300)

100 204 252 313

(90) (250) (375) (470)

169 319 417 490

□ 無

■ 有

ふくい結婚応援企業登録
数

(目標) (350)
政策合意

実績
活動指標

職場の出会い応援事業

部局名 総合政策部 課名 女性活躍推進課 松本　伸江

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 内

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 H33

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

535 267 268 地域少子化対策重点推進交付金

－ 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３１年度 実績等を踏まえた３１年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 535

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

成果指標

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

・29年度に「ふくい結婚応援企業交流会」を計画するも、国庫不採択となったため実施を見送り

区　　　　　　分 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

交流人数
(目標) (2,200)

ふくい結婚応援企業における企業間交流会参加人数

実績

他県の状況

・生涯未婚率（H27年総務省・国勢調査）
　　福井県　男性19.19％（3位）　女性8.66％（1位）
　　全　国　男性23.37％　　　　 女性14.06％
・平均初婚年齢（H29年厚労省・人口動態統計）
　　福井県　男性30.4歳（11位）　女性29.0歳（14位）
　　全　国　男性31.1歳　　　　　女性29.4歳
・婚姻率（H29年厚労省・人口動態統計）
　　福井県　4.4（26位）
　　全　国　4.9

関連事業の有無・
役割分担

事業名 若手社員の交流推進事業

（役割分担）

本事業で「ふくい結婚応援企業」を増やし、若手社員の交流推進事業
で企業間交流を促進する。

職場の縁結びさん登録数
(目標) (520)

政策合意

実績
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課長名

■ ■ H27 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 5 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

県民・メディア参加型結婚ポジティブキャンペーン

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 内 部局名 総合政策部 課名 女性活躍推進課 松本　伸江

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 H33

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 － 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 「めいわくありがた縁結び」の徹底展開

［事業目的］

県民への発信力のあるメディアやイベントを活用して、結婚や家族の良さを発信することにより、若者が結婚について前向きに考える機運を醸成する。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 日本一の「結婚・子育て応援社会」
関連する県の計画等 〔 第3次子ども・子育て応援計画／ふくい創生・人口減少対策戦略

縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３１年度の変更点 事業評価

（１）ハッピー・デートプロジェクト
　　老若男女がカップルで活動することを自然に感じる機運を醸成するとともに、官民で若者の出会いと結婚を応援し、若者のカップル誕生促進につなげる。
　　　・カップル向けに割引や特典などのサービスを設ける店舗（ハッピー・デート協賛店）の募集、ホームページでのＰＲ
　　　　　※協賛店のサービス例：１ドリンクサービス、料金の割引、来店プレゼント　など
　

［受益者］ 20～49歳の独身男女 ［想定される受益者数］ 10万人（H27年度国勢調査）

前事業の有無・実績 市町との連携状況
婚活応援ポータルサイト「ふくい婚活カフェ」において市町主催
事業の情報提供
市町CATV等でのCM放映

事業名

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

30年度
・「ハッピー・デート」協賛店　270店舗（1月末時点）

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 拡充 □
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課長名

■ ■ H27 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 5 年

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

9,250 11,427 8,323 3,989

9,478 11,427 6,427 3,989

9,471 11,013 6,172

［成果指標等の推移］

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

(5,000) (6,000) (7,000) (8,000)

6,778 6,049 6,226 5,055

(300) (230) (250)

202 235 270

■ 無

□ 有

県民・メディア参加型結婚ポジティブキャンペーン

部局名 総合政策部 課名 女性活躍推進課 松本　伸江

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 内

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 H33

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

345 345

－ 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３１年度 実績等を踏まえた３１年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 345

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

成果指標 交流人数
(目標) (10,000)

第三次福井県元気な子ども子育て応援計画目標値（H31年度　10,000人）

実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

Ｈ28　「ハッピー・デート」プロジェクト開始に伴う初期整備による増
Ｈ30　テレビ、映画館でのＣＭ放映を廃止

区　　　　　　分 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況

・生涯未婚率（H27年総務省・国勢調査）
　　福井県　男性19.19％（3位）　女性8.66％（1位）
　　全　国　男性23.37％　　　　 女性14.06％
・平均初婚年齢（H29年厚労省・人口動態統計）
　　福井県　男性30.4歳（11位）　女性29.0歳（14位）
　　全　国　男性31.1歳　　　　　女性29.4歳
・婚姻率（H29年厚労省・人口動態統計）
　　福井県　4.4（26位）
　　全　国　4.9

関連事業の有無・
役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標
ハッピー・デート協賛店
登録数

(目標) (300)

実績
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課長名

■ □ H28 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 4 年

〕

〕

［事業内容］

□ 無

■ 有

結婚支援市町応援事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 内 部局名 総合政策部 課名 女性活躍推進課 松本 伸江

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 間接補助 補 助 金 H31

事業主体 市町
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 国2/3、1/2 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 「めいわくありがた縁結び」の徹底展開

［事業目的］

　市町における様々な出会いの機会の創出や、結婚・子育てに温かい社会づくり・機運の醸成に関する取組みを支援することにより、結婚を希望する若者を応援する。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 日本一の「結婚・子育て応援社会」
関連する県の計画等 〔 第3次福井県元気な子ども・子育て応援計画／ふくい創生・人口減少対策戦略

縮減

（実績）

・内閣府「結婚新生活支援事業費補助金」間接補助事業
　28年度　交付決定１件（高浜町）　実績額０円
・29年度に内閣府「地域少子化対策重点推進交付金」に統合

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３１年度の変更点 事業評価

　市町が行う下記の事業に対し、国の交付金を交付する。
　①地域少子化対策重点推進事業
　　少子化対策事業（「結婚に対する取組」および「結婚、妊娠・出産、子育てに温かい社会づくり・機運の醸成の取組」）について、優良事業の横展開の支援に加え、「ニッポン一億総活躍プ
ラン」等を
　　一層推進する取組を支援する。
　　・補助率　2/3、1/2
　　・交付上限額　１市町当たり１０，０００千円（事業費ベース１５，０００千円）
　②結婚新生活支援事業
　　結婚に伴う経済的負担を軽減するため、地方自治体が行う結婚新生活支援事業（新婚世帯を対象に家賃、引越費用等を補助）を支援する。
　　・補助率　1/2
　　・補助上限額　１世帯当たり３００千円
　　・対象世帯：夫婦共に34歳以下かつ世帯所得３４０万円未満の新規に婚姻した世帯

［受益者］ 20～49歳の独身男女 ［想定される受益者数］ 10万人（H27年国勢調査）

前事業の有無・実績 市町との連携状況

事業名 結婚新生活支援事業

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

H30年度
①地域少子化対策重点推進交付金
福井市「出愛❤恋々（であいこいこい）応援事業」
　総事業費　　987千円（うち交付金　　493千円）
大野市「越前おおの婚活力ステップアップ事業」
　総事業費　  734千円（うち交付金　　367千円）

②結婚新生活支援事業費補助金
  実績なし

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 拡充 □
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課長名

■ □ H28 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 4 年

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

5,522 4,522 8,494

3,000 1,001 860

249 789

［成果指標等の推移］

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

2 1 2

■ 無

□ 有

結婚支援市町応援事業

部局名 総合政策部 課名 女性活躍推進課 松本 伸江

事業主体 市町
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 内

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 間接補助 補 助 金 H31

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

4,746 4,746 0 地域少子化対策重点推進交付金

国2/3、1/2 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３１年度 実績等を踏まえた３１年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 4,746

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

成果指標
(目標)

国が市町の取組を直接的に支援する事業であるため、県としては成果指標を定めない

実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

・29年度から内閣府「結婚新生活支援事業費補助金」が同「地域少子化対策重点推進交付金」に統合され、１つの事業として運用開始
・予算額は、交付金の活用に関する市町意向調査の結果により決定

区　　　　　　分 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況
・内閣府　地域少子化対策重点推進交付金
　平成30年度補正予算案　16.0億円
  平成31年度当初予算案　 9.5億円

関連事業の有無・
役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標 採択市町数
(目標)

実績
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課長名

■ ■ H30 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 2 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

若手社員の交流推進事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 内 部局名 総合政策部 課名 女性活躍推進課 松本　伸江

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 委託 補 助 金 H32

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 － 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 「めいわくありがた縁結び」の徹底展開

［事業目的］

中小企業が多い本県では、社内で出会いの機会が少ないため、他社との交流により出会いの機会を増やす必要がある。県内企業団体と協力し、企業間交流を促進する専任の担当をおき、若手社員
の成婚につなげる。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 日本一の「結婚・子育て応援社会」
関連する県の計画等 〔 第3次子ども・子育て応援計画／ふくい創生・人口減少対策戦略

縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３１年度の変更点 事業評価

専任の担当（企業間交流婚シェルジュ）をおき、若手社員対象の企業間交流セミナーやスポーツなどを通じた交流会を開催する。また、県や団体主催のイベント等、様々な機会において若手社員
の交流を進める。
（１）企業間交流の促進
　　①独身従業員を対象にした企業間交流セミナーの開催（３回シリーズ×２回　計６回）
　　　・旅行、国体、ライフプランなどをテーマに専門家を招いた講演とワークショップ
　　　・選手、ボランティアなど国体に関わった人を交えた交流会
　　②独身従業員を対象にしたスポーツなどの交流イベントの開催（年２回）
　　③応援企業に交流を促す営業活動および問い合わせ対応
（２）職場の縁結びさんのスキルアップと交流支援
　　職場の縁結びさんのスキルアップや縁結びさん同士の交流促進を目的とした講習会・交流会を開催（年５回）
（３）県内企業団体と協力し、県や団体主催のイベント等に若手社員の参加を促すシステムを構築

［受益者］ 20～49歳の独身男女 ［想定される受益者数］ 10万人（H27年度国勢調査）

前事業の有無・実績 市町との連携状況 市町主催事業を企業へ情報提供

事業名

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

H30年度
ふくい結婚応援企業における交流会開催数および交流人数（1月末時
点）
　開催数：57回
　交流人数：2,020人

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 拡充 □
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課長名

■ ■ H30 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 2 年

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

5,069

5,069

［成果指標等の推移］

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

(2,000)

2,020

(75)

57

□ 無

■ 有

若手社員の交流推進事業

部局名 総合政策部 課名 女性活躍推進課 松本　伸江

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 内

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 委託 補 助 金 H32

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

4,797 2,398 2,399 地域少子化対策重点推進交付金

－ 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３１年度 実績等を踏まえた３１年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 4,797

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

成果指標 交流人数
(目標)

実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

(2,200)
ふくい結婚応援企業における企業間交流会参加人数

他県の状況

・生涯未婚率（H27年総務省・国勢調査）
　　福井県　男性19.19％（3位）　女性8.66％（1位）
　　全　国　男性23.37％　　　　 女性14.06％
・平均初婚年齢（H29年厚労省・人口動態統計）
　　福井県　男性30.4歳（11位）　女性29.0歳（14位）
　　全　国　男性31.1歳　　　　　女性29.4歳
・婚姻率（H29年厚労省・人口動態統計）
　　福井県　4.4（26位）
　　全　国　4.9

関連事業の有無・
役割分担

事業名 職場の出会い応援事業

（役割分担）

職場の出会い応援事業で「ふくい結婚応援企業」を増やし、本事業で
企業間交流を促進する。

活動指標 企業交流会開催数
(目標) (100)

実績
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課長名

■ □ H30 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 1 年

〕

〕

［事業内容］

□ 無

■ 有

しあわせ福井実感！婚活応援事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 総合政策部 課名 女性活躍推進課 松本　伸江

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 H30

事業主体 市町
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 1/2 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 「めいわくありがた縁結び」の徹底展開

［事業目的］

本県へのＵ・Ｉターンを考える県外在住の独身女性を対象に、福井の住みやすさ、優れた子育て環境等をＰＲし、ふくいの良さを体験する婚活イベントにより県内独
身男性との出会いの場を創出し、本県へのＵ・Ｉターンを伴う結婚を応援する。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 日本一の「結婚・子育て応援社会」
関連する県の計画等 〔 第3次子ども・子育て応援計画／ふくい創生・人口減少対策戦略

縮減

（実績）

Ｈ27、28年度に県外在住女性と県内男性を対象にした婚活イベントを各3回開
催。
計3組が成婚

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３１年度の変更点 事業評価

県外在住者対象婚活ツアーの開催（市町補助）
　補助要件　　・福井の住みやすさや魅力を伝える婚活ツアーであること
　　　　　　　　（例）越前海岸や六呂師高原など身近な海・山を楽しみながらの交流、ふくいの食の体験　など
　　　　　　　・参加者対象の事前セミナーを開催すること
　　　　　　　・ツアーにおいては、県の派遣する地域の縁結びさんが参加者をサポートし、成立カップルのフォローを行うこと
　　　　　　　・成婚に伴う女性の移住に当たり、市町がサポートを行うこと
　補助対象　　県内市町
　募集定員　　各回40名（男女各20名）
　補助額　　　700千円（上限）　※参加者の宿泊、食事にかかる実費は補助対象外
　実施回数　　４回（１回×４市町）

［受益者］ 20～49歳の独身男女 ［想定される受益者数］ 10万人（H27年度国勢調査）

前事業の有無・実績 市町との連携状況

婚活ツアー参加者募集に当たっては、県の婚活応援ポータルサイ
ト「ふくい婚活カフェ」で情報提供を行う。
婚活ツアーに、県に登録している結婚応援ボランティア「地域の
縁結びさん」を派遣する。

事業名 結婚Ｕターン応援事業

□ 整理統合 ■ 廃止 □ その他

H30年度
おおい町「若者出会い交流婚活イベント」
総事業費　　758千円（うち補助金　319千円）

高浜町「高浜町婚活ツアーイベント実施委託事業」
総事業費　　762千円（うち補助金　311千円）

事業期間終了による事業見直し

□ 終期の見直し 見直し額

□ 継続 □ 休止 □ 完了

△2,800千円

□ 拡充 □
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課長名

■ □ H30 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 1 年

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

2,800

1,400

［成果指標等の推移］

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

(60)

38

(2)

2

□ 無

■ 有

しあわせ福井実感！婚活応援事業

部局名 総合政策部 課名 女性活躍推進課 松本　伸江

事業主体 市町
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 H30

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

地域少子化対策重点推進交付金

1/2 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３１年度 実績等を踏まえた３１年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 0

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

参加人数
(目標)

開催イベントへの参加人数

実績

他県の状況

・生涯未婚率（H27年総務省・国勢調査）
　　福井県　男性19.19％（3位）　女性8.66％（1位）
　　全　国　男性23.37％　　　　 女性14.06％
・平均初婚年齢（H29年厚労省・人口動態統計）
　　福井県　男性30.4歳（11位）　女性29.0歳（14位）
　　全　国　男性31.1歳　　　　　女性29.4歳
・婚姻率（H29年厚労省・人口動態統計）
　　福井県　4.4（26位）
　　全　国　4.9

関連事業の有無・
役割分担

活動指標 婚活ツアー開催回数
(目標)

実績

事業名 地域の縁結びさん応援事業

（役割分担）

開催する婚活ツアーには、地域の縁結びさんがサポート役として参加
し、成立カップルのフォローを行う。

成果指標
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課長名

■ ■ H30 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 1 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３１年度の変更点

前事業の有無・実績

事業名

（実績）

事業主体

補助率

自 治 事 務

法 定 受 託 事 務

事 務
区 分

課名

－

20～49歳の独身男女 ［想定される受益者数］ 10万人（H27年度国勢調査）

事業実施方法

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング

□ その他

外 部局名 総合政策部

委託

H30年度
再婚希望者を主な対象とする婚活イベント
　開催回数：4回
　参加人数：53人

別事業（地域の縁結びさん応援事業）内で実施

終期の見直し 見直し額

□ 整理統合 ■ 廃止

□ 拡充 □

□ 継続 □ 休止

縮減 □

再婚応援事業

補 助 金 H30

実行予算

そ の 他

［事業目的］

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

関連する県の計画等
ビジョン  〔

政　　策  〔

日本一の「結婚・子育て応援社会」

「めいわくありがた縁結び」の徹底展開
〔 〕第3次子ども・子育て応援計画／ふくい創生・人口減少対策戦略

事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

女性活躍推進課 松本　伸江

県
事 業
区 分

市町との連携状況
婚活応援ポータルサイト「ふくい婚活カフェ」での情報提供
市町窓口での周知

再婚希望者は結婚相談者のうち約１割いるが、一般的なイベントへの参加は気後れしたり、子どもがいても連れていきにくいことなどから、出会いの場に参加しづらいという声がある。よってこ
うした方も参加しやすい出会いの場を創出し、多くの方の結婚の希望が叶うよう支援する。

（１）再婚希望者が参加しやすい交流会の開催
　　　①交流会　　　会話を中心としたパーティー（年１回）　　　②体験婚活　　体験講座などを通じた婚活イベント（年１回）
　　　③お見合いイベント　小規模のお見合いイベント（年２回）
　　　※いずれも、・当日、事前セミナーと託児を実施
　　　　　　　　　・地域の縁結びさんまたは結婚相談員がイベント当日と成立カップルの交際を後日にわたりサポート
　　　　　　　　　・成立カップルの次回お見合いを当日調整、託児対応
（２）関連事業における支援
　　　①年12回開催の地域の縁結びさん定例相談会において託児を実施
　　　②地域の縁結びグループに、再婚希望者も参加しやすいイベントや相談会の開催を働きかけ
（３）再婚希望者への情報発信
　　　・地域の縁結びさん、結婚相談所等と協力し、再婚希望者に情報を届ける体制を整備

［受益者］

△1,353千円

□ 完了

事業評価
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課長名

■ ■ H30 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 1 年

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

1,553

［成果指標等の推移］

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

(80)

53

(4)

4

□ 無

■ 有

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３１年度

H30

そ の 他

事業費 国庫 起債

事 務
区 分

自 治 事 務

事業実施方法 直営

補助率 － 法 定 受 託 事 務

その他

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

補 助 金

区分 一般財源 国庫、その他財源の名称等

経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 総合政策部区分

事業名 地域の縁結びさん応援事業、結婚相談事業

（役割分担）

地域の縁結びさん、結婚相談員と連携し、相談している再婚希望者へ
の事業周知を行う。

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

他県の状況

・生涯未婚率（H27年総務省・国勢調査）
　　福井県　男性19.19％（3位）　女性8.66％（1位）
　　全　国　男性23.37％　　　　 女性14.06％
・平均初婚年齢（H29年厚労省・人口動態統計）
　　福井県　男性30.4歳（11位）　女性29.0歳（14位）
　　全　国　男性31.1歳　　　　　女性29.4歳
・婚姻率（H29年厚労省・人口動態統計）
　　福井県　4.4（26位）
　　全　国　4.9

関連事業の有無・
役割分担

活動指標 イベント開催数
(目標)

前年度までの
主な増減理由

実績

区　　　　　　分 ３１年度

成果指標

予算額

継続 松本　伸江課名 女性活躍推進課

事業主体 県 実行予算

実績

開催イベントへの参加人数

実績等を踏まえた３１年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移

目標・指標の考え方・積算根拠

事 業
区 分

事業
開始
年度

再婚応援事業

参加人数
(目標)
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